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肝炎対策に係る意見交換会（大分県）
令和7年6月27日（金）

大分大学医学部附属病院 多目的室



肝疾患相談センターの取り組み内容

相談件数

肝炎医療コーディネーター研修会（養成研修会・スキルアップ研修会）

市民公開講座

世界肝炎デーイベント

肝臓病教室/肝臓新聞

透析施設への取り組み

肝炎ウイルス検査陽性者のフォローアップ率向上のための取り組み

肝炎ウイルス陽性者の拾い上げの取り組み

若年層への取り組み

当院における肝がん重度肝硬変治療研究促進事業への取り組み

長期収載品の選定療養についての周知
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肝炎対策に係る意見交換会（大分県）
令和7年6月27日（金）

大分大学医学部附属病院 多目的室



年度別相談件数（自施設）

大分大学医学部附属病院 肝疾患相談センター

相談件数報告
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肝炎対策に係る意見交換会（大分県）
令和7年6月27日（金）
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肝疾患相談センターの年間の活動
4月 ◆肝臓教室新聞発行
5月 ◆肝炎医療コーディネータースキルアップ研修会1回目
6月 
7月 ◆日本肝臓学会市民公開講座

※毎年世界肝炎デーに合わせ開催
◆世界肝炎デーイベント

8月 
9月 ◆肝炎医療コーディネーター養成研修会
10月◆肝炎医療コーディネータースキルアップ研修会2回目
11月

12月◆肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会
◆肝臓教室新聞発行

1月 ◆肝炎対策協議会 ◆O-labo
2月 ◆家族支援講座

◆肝炎医療コーディネータースキルアップ研修会3回目
3月 
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肝炎医療コーディネーターの活動について

肝炎医療コーディネーター養成研修会

令和6年9月8日と９月16日
を予備日として２回にわた
り養成講座を実施しました。

新たに96名のコーディネー
ターを養成し、現在活動中
の肝Coは344名となりまし
た。



令和6年5月28日 第36回肝炎医療コーディネーター研修会（ハイブリッド開催）

講演１ 非アルコール性脂肪性肝疾患について
日本赤十字社大分赤十字病院
肝胆膵内科部長 成田竜一先生

講演２ NAFLDに対する運動療法
大分大学医学部附属病院
作業療法士 高瀬良太先生

グループディスカッション患者さんのモチベーションアップのためにできること
大分大学医学部附属病院
看護師 川田由美先生

令和6年10月29日 肝炎医療コーディネータースキルアップ研修会（ハイブリッド開催）
基調講演 肝臓病に関する行政および日本肝臓学会の事業

一般講演
当院における肝炎拾い上げシステムの立ち上げの現状
について

大分県医師会立アルメイダ病院
副院長 福地聡士先生

特別講演
肝炎医療コーディネーター活躍のためのヒントー福岡県
での活動例ー

久留米大学医療センター
教授 井出達也先生

パネルディスカッション 大分県の肝炎撲滅に向けた取り組みについて
司会、演者、肝炎医療コーディネー

ター（検査技師、看護師3名）
令和7年2月28日 第36回肝炎医療コーディネーター研修会（ハイブリッド開催）

講演１ B型肝炎について
日本赤十字社大分赤十字病院
肝胆膵内科部長 成田竜一先生

講演２ B型肝炎訴訟の歴史と近似の動向
つるの法律事務所

弁護士 靏野嘉厚先生

講演３ B型肝炎患者としての原告団活動
B型肝炎訴訟大分県原告団
共同代表 岩崎森男先生

肝炎医療コーディネーター研修会（年３回） 肝炎医療コーディネーターの活動について



市民公開講座 参加人数（2003年～2024年  計22回）
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令和6年度 日本肝臓学会 市民公開講座について
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大分会場：634回 別府会場：244回 中津会場：365回 合計：1,243回オンデマンド配信

ケーブルテレビ放送 大分ケーブルテレビ放送期間
９月２３（月）～９月２９日（日） 午前・午後1日2回放送
(26日のみ1回放送）

13回
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肝臓病教室

内容

大分県の肝臓手帳の活用について
肝疾患相談センター 看護師 川田由美

からだにいい食事ってどんな食事？
栄養管理室 管理栄養士 廣田優子

肝炎患者さんのための運動について
リハビリテーション部 理学療法士 髙瀬良太

令和7年度は出張肝臓病教室in 臼杵・津久見地区（専門医不在地域）
も開催予定



令和6年度 肝臓病教室新聞
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令和６年度 新緑号
「脂肪肝って何？手ばかり栄養法」

令和６年度 冬号
「年末年始の生活について」



肝臓病 家族支援講座
～患者さんとご家族のために～

令和6年度（2024年度） 肝臓病 家族支援講座

第一部
講演１ 肝臓の声を聴いてみよう～検査値・画像の読み方～

大分大学医学部附属病院消化器内科医師 得丸智子
講演２ 医療費・検査助成制度のこと知っていますか？

大分県健康福祉保健部 健康政策・感染症対策課
羽田野裕貴

第二部
講演３ 骨粗鬆症と肝臓病～知っておきたい基礎編～

大分大学医学部附属病院 理学療法士 片岡孝志
～おさえておきたい運動編～

作業療法士  高瀬良太
講演４ 骨骨（コツコツ）とろう！大事な栄養

大分大学医学部附属病院
臨床管理室室長・肝炎医療コーディネーター 廣田優子



肝臓の組織を顕微鏡でみるクイズ方式のミニレクチャー

青少年のはじめて学ぶ肝炎 小学生向けの肝臓病教室
肝炎ライフすごろく
西井正造, 考藤達哉. 
令和5年度厚労科研政策研究班（均てん化班） 



肝臓ライフすごろくで印象にのこったことは何ですか（複数回答可）N＝36
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世界肝炎デーイベント
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2018年より肝臓週間の間、内科外来にて啓発活動として、ポスター掲示やフードモデルの展示を
始めました。

2024年度は「奈良宣言」のポスター掲示や肝炎ウイルス検査の受検勧奨ポスターや、肝疾患の原因
などの資料を作成して掲示ました。また、朝日新聞の広告欄（7月27日（土）でも特集が組まれました。
臨床栄養管理室ご協力のもと、８月～９月までの約１ヶ月間展示しました。



第1回 透析施設アンケート調査（2020年）72施設（回答72施設）

HCV抗体陽性者はいるがHCVRNA未測定の患者がいる施設(17施設86名）
RNA測定依頼の手紙を送付

HCVRNA陽性であるが、未治療の患者がいる施設（7施設12名）
肝疾患診療協力病院のリストと簡易型情報診療提供書を送付

対応確認 （2020年）
HCVRNAを測定したかどうか（59名測定 対応率69%)
治療のために専門医療機関に紹介したかどうか(治療開始8名）

人工透析研究会で結果を報告

第2回 透析施設アンケート調査 (2022年）72施設（回答72施設）

透析施設の現場にウイルス肝炎に理解のあるひとを増やしたい。臨床工学技士への働きかけ
✓ 「臨床工学技士のウイルス性肝炎に対する意識度調査」370名にアンケート（回答率35%)
✓ 臨床工学技士の肝炎医療コーディネーター育成（7名）

第3回 透析施設アンケート調査 (2024年）68施設（回答68施設）

大分県福祉保健部 健康政策・感染症対策課
(公社）大分県臨床工学技士会
大分人工透析研究会
大分大学医学部附属病院肝疾患相談センター

【透析施設への取り組みについてのまとめ】



◆アンケート結果（回答率100%)

2020年 2022年 2024年

回答施設数 72 72 68

透析患者数 4086 4120 3934

HCV抗体陽性患者有施設数 49 43 41

HCV抗体陽性者数(陽性率) 189 (4.6％） 147 (3.6％） 113（2.9％）

HCVRNA測定者数(測定割合） 97（51.3％） 107（72.8％） 85  (75%)

HCVRNA陽性者数 35 23 18 

治療終了者数 42 61 45

⚫ HCV抗体陽性者数、HCVRNA陽性者数とも減少傾向

⚫ HCVRNA測定割合は増加傾向



今後の取り組み目標

✓陽性者がいる施設への個別の働きかけ

✓臨床工学技士の肝炎医療コーディネーター養成

✓透析関係者のニーズに沿った研修会の開催

✓透析施設への取り組みの水平展開（臨床工学技士の連携促進）



肝炎ウイルス検査陽性者のフォローアップ率向上のための
取り組み

大分県健康政策・感染症対策課
肝疾患相談センター

医師会

肝臓専門医

かかりつけ医 かかりつけ医 かかりつけ医

アンケート

紹介

治療

重症化予防推進事業



手術前等に行われる肝炎ウイルス検査で陽性となった患者の専門医
への紹介の流れ等について（協力依頼）



肝臓専門医への紹介の流れ



新たに作成した診療情報提供書

アンケートの目的
・ 肝炎検査の紹介数の把握
・ 重症化予防推進事業



肝疾患診療連携協力病院（13施設）

北部医療圏
中津市民病院
宇佐高田医師会病院
宮田内科医院

東部医療圏
別府医療センター
新別府病院
厚生連鶴見病院

西部医療圏
岩尾病院

中部医療圏
アルメイダ病院
大分医療センター
大分県立病院
大分赤十字病院

南部医療圏
南海医療センター

豊肥医療圏
豊後大野市民病院



大分大学医学部附属病院における院内拾い上げの取り組み

医療安全管理部

HCV抗体陽性者がリスト
アップされるｃｖ

肝CoがHCV-RNA測定の
必要・不要を確認する

主治医にHCV-RNA測定の依頼を付箋・電話で連絡

HCV-RNA陽性者の把握

肝臓専門医へ紹介

検査部（医療情報部）

肝疾患相談センター

HCV抗体陽性者
を報告

肝臓専門医
肝Co

院内の周知

SVR後
当院（専門医フォロー中）
他院（専門医フォロー）

システムのポイント
• 肝Coが行っている
• 拾い上げ(リアルタイム)方式
• 医療安全部主導



HCV抗体陽性者 院内把握率（2023/4/1～2024/3/31）

HCV抗体陽性： ２０８例

HCVRNA測定必要数：８４例

HCVRNA測定 ：７７ 例 HCVRNA未測定：７ 例

HCV-RNA陽性 １２例

DAA治療症例数：４例 追跡困難症例 １ 例

HCV-RNA陰性 ６５例

肝Coが主治医に連絡

HCV抗体測定： ９３３８例

専門医対診症例数： １２例

（ 平均 ７７８例 / 月）

（ 平均 １７例 / 月）

SVR後・自院消化器内科フォロー中・他院肝臓内科フォロー中・
重症者を除きRNA測定が必要と判断される抗体陽性者数

測定できていない理由：担当医連絡したが
実施につながらず （入院前からHCV陽性記
載 ）家人拒否や保留（施設入所・介護生活）

DAA導入出来なかった理由：
近医で予定 ．主科治療後に予定
家人が保留

（受診予定とかかりつけ医がなかった）

把握率：１００－（追跡困難症例÷HCV抗体陽性×１００）

９９.５％

肝Coが紹介状・検査の
記入依頼・かかりつけに連絡

DAA未導入症例数 ８ 例

HCVRNA未測定：６例
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HCV抗体陽性者把握率（2018年～2023年）
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肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業
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長期収載品の選定療養について、核酸アナログ製剤
が対象であったため、R6年9月肝疾患診療連携協力病
院および肝臓専門医に通達を送付した
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